
出水に備え『斐伊川水防演習』を実施します。

記 者 発 表 資 料

国土交通省、島根県及び斐伊川沿川の出雲市、雲南市、斐川町は、関係機関

が緊密な連携のもと迅速かつ的確な水防活動を行なえるよう水防技術の修練と

志気高揚を図るため『斐伊川水防演習』を毎年実施しております。

今年は、平成１９年６月２日（土）に 出雲市武志町地先の斐伊川左岸の河川

敷において実施します。

演習では、斐伊川の水防活動において必要な代表的水防工法の習得・錬磨を

重点に、水防団と災害対策協力会とが連繋した工法も実施する他、今回は、昨

年の７月豪雨で経験した、堤防裏法面の崩れや陥没が発生した場合の対策とし

て実施する応用工法の実演も予定しております。

この演習は、平成元年度に第１回目を実施して以来、今年で数えて第１３回

目となります。
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平成19年度（第13回） 斐伊川水防演習

実 施 要 領

１．目 的
洪水による被害の発生を未然に防止し、又は、被害を最小限に食い止めるためには、関係機関

が密接な連携のもと、迅速かつ的確な水防活動を行うことが必要である。
国土交通省・島根県・水防管理団体をはじめとする関係機関は、水防工法の訓練を行い技術の

習得・錬磨を図るとともに、水防に携わる職員・団体の志気の高揚に資することを目的に、斐伊
川水防演習を開催するものである。

２．主 催
国土交通省 出雲河川事務所

〃 斐伊川・神戸川総合開発工事事務所
島 根 県 雲南県土整備事務所

〃 出雲県土整備事務所
出 雲 市
雲 南 市
斐 川 町

３．協 賛
斐伊川水系災害対策協力会
(社)中国建設弘済会 島根支部

４．来 賓
島根県河川課長
出雲市長
雲南市長
斐川町長
出雲警察署長
出雲市消防本部 消防長
雲南消防本部 消防長
斐伊川水系災害対策協力会長
(社)中国建設弘済会 島根支部長

５．開催日時
平成１９年６月２日（土） ９時００分～１２時００分

６．開催場所
出雲市武志町地先 斐伊川左岸高水敷 （10ｋ000付近）

７．参加機関
出雲市水防団
雲南市水防団
斐川町水防団
島根県 雲南県土整備事務所
〃 出雲県土整備事務所

斐伊川水系災害対策協力会
国土交通省 出雲河川事務所

〃 斐伊川・神戸川総合開発工事事務所
(社)中国建設弘済会 島根支部
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8.組織及び事務分掌

演習全体の総括【 演習本 部】
本 部 長：出雲河川事務所長
副 部 長：斐伊川・神戸川事務所長

〃 ：雲南県土整備事務所長
〃 ：出雲県土整備事務所長

本 部 付：出雲河川事務所 調査設計課長

演習の運営・広報【演習進行部】
部 長：出雲河川事務所 (技)副所長
進 行 部 付：出雲河川事務所 河川管理課長

演習の実施【演習実施部】
部 長：出雲河川事務所 (技)副所長
副 部 長：雲南県土整備事務所 維持管理部長

〃 ：出雲県土整備事務所 土木工務部長
実 施 部 付：出雲市水防団長

雲南市水防団長
斐川町水防団長

工法指導者
（水防専門家）竹下 一郎
（水防専門家）江角 俊明
（斐川町水防団）須山 恭治
（斐伊川水系災害対策協力会）椎木 志磨男

統括指揮者
出雲市水防団 副団長 郷原 基

（シート張り工）第１班 出雲市出雲方面隊水防班
班長：神田 伯 以下９名

（月の輪工）第２班 出雲市出雲方面隊水防班
班長：亀滝 和利 以下２５名

（積み土のう工）第３班 出雲市平田方面隊水防班
班長：大福 里志 以下２０名

（月の輪工）第４班 出雲市平田方面隊水防班
班長：常松 茂美 以下２５名

（改良積み土のう工）第５班 雲南市加茂方面隊水防班
班長：毛利 邦教 以下１５名

（杭打ち積み土のう応用工）第６班 雲南市木次方面隊水防班
班長：松村 勤 以下２７名

（積み土のう工）第７班 雲南市三刀屋方面隊水防班
班長：森山 博文 以下２０名

（出雲結い工）第８班 斐川町水防班
班長：須山 恭治 以下２６名

（木流し工）第９班 島根県雲南県土整備事務所水防班
班長：井上 輝夫 以下２２名

（シート張り工）第10班 島根県出雲県土整備事務所水防班
班長：松島 憲行 以下１４名

（出雲結い工）第11班 斐伊川水系災害対策協力会水防班
班長：堀江 修二 以下１３名
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（杭打ち積み土のう応用工・建設機械支援）第12班 斐伊川水系災害対策協力会水防班
班長：高橋 努 以下９名

（竹流し工）第13班 国土交通省水防班
班長：石原 淳男 以下１２名

（土のう羽口応用工）第14班 国土交通省水防班
班長：太田 一孝 以下１３名

９．演習日程

８：３０～ （準 備）
９：００～ （開会式）

開 会 の 辞
主催者挨拶 出雲河川事務所長

出雲市長
９：２０～ （演 習）

第１班・第10班 シート張り工
第９班・第13班 木流し工・竹流し工
第３班・第７班 積土のう工
第５班 改良積土のう工
第14班 土のう羽口応用工
第６班・第12班 杭打ち積土のう応用工
第２班・第４班 月の輪工
第８班・第11班 出雲結工
第12班 土のう製造・搬送

１１：５０～ （閉会式）
講 評 島根県 河川課長
閉会の辞
解 散 12:00

10．参加人員

出雲市水防団 ７９名
雲南市水防団 ６２名
斐川町水防団 ２６名
斐伊川水系災害対策協力会 ２２名
島根県雲南県土整備事務所 ２２名
〃 出雲県土整備事務所 １４名

国土交通省出雲河川事務所 １８名
〃 斐伊川・神戸川

総合開発工事事務所 ７名
来賓・役員他関係機関参加者 ４６名

計 ２９６名

11．演習の進行

別紙「平成19年度斐伊川水防演習日程」のとおり。

12．演習会場の位置等

別紙「演習会場位置図」「演習会場配置図」のとおり。



H19 斐伊川水防演習日程
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　　国道９号線からは大津小学校前交差点を平田方面（県道出雲平田線）に、平田方面からは西代橋北詰から堤防上を出雲方面に進入してご来場ください。

演習会場

平成１９年度　斐伊川水防演習会場案内図
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演習会場配置図
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